
 

彩の国さいたま人づくり広域連合行政不服等審査会条例  

 

令和５年２月８日 

条 例 第 ５ 号 

 

（趣旨）  

第１条 この条例は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号。以下「法」

という。）第８１条第２項及び第４項の規定に基づき、彩の国さいたま人づく

り広域連合行政不服等審査会（以下「審査会」という。）の設置、組織及び運

営に関し必要な事項を定めるものとする。  

（設置）  

第２条 広域連合長は、法に基づく不服申立てがされたとき（法第４３条第１

項の規定により第三者機関に諮問しなければならない場合に限る。）、又はそ

の他法令の規定により審査会の権限に属させられた事項が生じたときは、法

第 ８１条第２項の機関として審査会を置く。  

２ 審査会は、その設置に係る調査審議が終了したときは、廃止されるものと

する。  

（組織）  

第３条 審査会は、委員３人をもって組織する。  

（委員）  

第４条 委員は、審査会の権限に属する事項に関し公正な判断をすることがで

き、かつ、法律又は行政に関して優れた識見を有する者のうちから、広域連

合長が委嘱する。  

２ 委員の任期は、委嘱のときから第２条第２項の規定により審査会が廃止さ

れるときまでとする。  

３ 委員は、再任されることができる。  

４ 広域連合長は、委員が心身の故障のために職務の執行ができないと認める

場合又は委員に職務上の義務違反その他委員たるに適しない非行があると認

める場合には、その委員を解嘱することができる。  

５ 委員は、職務上知ることができた秘密を漏らしてはならない。その職を退

いた後も同様とする。  

６ 委員は、在任中、政党その他の政治的団体の役員となり、又は積極的に政

治運動をしてはならない。  

（会長） 

第５条 審査会に、会長を置き、委員の互選により選任する。 

２ 会長は、会務を総理し、審査会を代表する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代

理する。 

（会議） 



 

第６条 審査会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 審査会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

（委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事項は、規

則等で定める。  

附 則 

 （施行期日）  

第１条 この条例は、令和５年４月１日から施行する。  

（彩の国さいたま人づくり広域連合情報公開条例の一部改正）  

第２条 彩の国さいたま人づくり広域連合情報公開条例（平成１８年彩の国さ

いたま人づくり広域連合条例第３号）の一部を次のように改正する。  

 目次中「第３１条」を「第２９条」に、「第３２条―第３７条」を「第３０

条―第３４条」に改める。  

 第１５条中「第２２条」を「第２１条」に、「第２３条」を「第２２条」に

改める。  

 第２０条を削り、第２１条を第２０条とする。  

 第２２条第１項中「審査会」を「彩の国さいたま人づくり広域連合行政不

服等審査会条例（令和５年彩の国さいたま人づくり広域連合条例第５号）第

２条に規定する彩の国さいたま人づくり広域連合行政不服等審査会（以下「審

査会」という。）」に改め、同条第２項中「第２９条」を「第２８条」に改め、

同条第３項中「第２４条」を「第２３条」に改め、同条を第２１条とする。  

 第２３条を第２２条とする。  

 第２４条第５項を削り、同条を第２３条とする。  

 第２５条を第２４条とし、第２６条を第２５条とする。  

 第２７条中「第２４条」を「第２３条」に、「第２５条」を「第２４条」に

改め、同条を第２６条とする。  

 第２８条第１項中「第２４条」を「第２３条」に、「第２６条」を「第２５

条」に改め、同条を第２７条とする。  

 第２９条を第２８条とし、第３０条を第２９条とする。  

 第３１条を削り、第３２条を第３０条とし、第３３条から第３６条までを

２条ずつ繰り上げる。  

 第３７条を削る。  


